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＜連絡事項＞　
・春の会のお知らせが来ています。
日時：平成31年4月20日(土)
　　　18：30～21：00　(受付開始18：00)
場所：八戸プラザホテル　

正職員は、夜勤者・遅Ｃ勤務者以外参加となっています。
当日、勤務で不参加の職員は、勤務表が掲示され次第、
早急に不参加届けを提出してください。
勤務以外での不参加の職員は、4/6(土)までにお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・古里　長太郎様～点滴同内容で1日分処方。
・大久保　すい様～Ba交換日の為指示あり施行。
　
・高橋　ミイ子様～点滴1本に減量。心電図モニター装着している。
・澤口　利香様～シンラック液2本処方している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。過度な飲水や妄想発言は無い。対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。薬に関する妄想聞かれているが拒薬は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察中。ドア蹴りあるが過度ではない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。希望の服がないと易怒的となり頓服使用している。次第に落ち着く事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・佐藤　ミツ子様～両手・体幹身体拘束中。17：00～9：00までの拘束。独語落ち着いている。食事は見守り～一部介助にて1/2～2/3摂取出来ている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。MGチューブ自己抜去され、再挿入の指示あり
実施している。精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常無し。MGチューブを気にする様子あるが自己抜去はない。嘔気・嘔吐も見られず。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。ベッド柵から足を出す事あるが立ち上がりや下りようとする事は無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温38.5～39.4℃、クーリングにて対応している。全身の浮腫も軽度見られている。活気無く、食事も数口から1/3のみ摂取。
・松田　善治様～バイタルサイン異常なし。痰絡みあり、適宜に吸引施行している。
　　　　　　　　内服は嚥下不良さあり、経過観察としている。
・高橋　ミイ子様～バイタルサイン異常なし。四肢の浮腫は継続して見られ、
　　　　　　　　　暗黒色の排尿あるも微量しか確認出来ていない。ケア時、唸り声聞かれている。
・藤井　崇史様～多弁、奇異行動あるも他者トラブルは無し。対面時は話が切り上げられない。指摘に対しては受け入れる事出来ており易怒性、粗暴性は無い。
・瀧澤　杏奈様～食事は自力で朝、昼共に全量摂取する事出来ている。拒薬無し独語活発
で落ち着きの無さあるも脱衣行為、他者トラブルは無い。
・山本　幸江様～帰宅要求無いも弄便行為あり、介入している。対応は穏やかで帰宅要求は無い。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～便秘時アローゼン1P内服指示あり。7回分処方。
・他著変なし
＜入院患者様情報＞

氏　　名：石黒　理一郎様

　生年月日：昭和10年3月4日　84歳

　病　　名：脳血管性認知症

　性　　別:男性

　主治医　:田名部Dr

　入院形態:医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニットか合併症室

(経過）

　　当院をH31.2.2に退院し、施設「いちばんぼし」に入所中の方。

　当院外来通院中。　

　　3.6の診察では施設での落ち着きのなさや徘徊などのため常時

　見守りの必要があり、薬物療法が行われていた。

　　3.23の診察では徘徊も多いがふらつきも目立っているとの事。

 　 3.26より38℃台の発熱あり、南部病院受診している。インフル

  エンザ（－）、尿路感染疑われクラビットが処方となっている。

　当院外来受診の際にはいびきをかいて寝ているような状況である。

　昼食後の精神科薬徐剤で対応の指示があり、入院治療での対応の

　希望あり。

　H31年3月29日東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。
・LT　Bプラン　オムツ持参(無くなり次第プラン②)
氏　　名：熊谷　弘子様

　生年月日：昭和11年9月19日　81歳

　病　　名：認知症

　性　　別:女性

　主治医　:馬渡Dr

　入院形態:医療保護入院

　病　　棟：東病棟Dユニット20号室
　(経過）

　　現在、ケアハウスこなかのに入居中。

　　H23年長谷川内科胃腸科で認知症の診断を受けている。

　　H29年脳梗塞で日赤に入院歴あり、その際に壁から手が出る、

　いじめられるなど話すことがあった。退院後は日赤病院は

　おばけがでるからと話し通院できず、長谷川内科に通院していた。

　　H31年1月頃から「お金が無くなった」と探し回ることや「部屋

　におじさん、小さい子供が入ってくる」などの発言が聞かれたり

　見当識障害や記憶力の低下もみられていたため鑑別受診相談を受け

　ていた。青南病院受診予約をとったことを本人に伝えたあたりから、

　不穏や幻視症状の悪化が見られている。

　　3月26日、ケアマネから本人が強く入院を希望しているとの情報あり。

　H31年3月29日医療保護入院となっている。
業者洗濯、リハビリパンツ持参
